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【１日目／５月２２日（つづき）】

今回の石垣行の航空券は、右側の窓際の席を指定し

ておきました。富士山や列島沿岸の風景を見たかった

からです。しかしこの日は梅雨前線がやや北上してい

て雲が多く、富士山も沿岸の風景もあまり期待してい

ませんでした。

しかし、富士山だけは期待をうらぎりませんでした。

雲海の上に富士山が顔を出しています。ちょうど機長

が「ただいま、右側に富士山が見えております」と、

親切にアナウンスも入りました。

「頭を雲の上に出し・・・」という童謡の歌詞その

ものになっています。富士山以外の「地表」は一切見

えなかったので、この時山頂にいた登山者は、360度

雲海の絶景を見ていたはずです。この便には外国のお

客さんも多く、相当に興奮していました。

この飛行機には座席モニターはついていませんで

したが、スマホの機内モードで無料のWiFiが使えま

す。旅客機が今どこを飛んでいるかというアプリで、

現在地を知ることができます。現在地だけでなく、高

度、対地速度、到着予定時刻なども表示されます。天

気が良くて地上の風景が見えるフライトだと、地形と

照合できて大変便利です。

私の席はエンジンのすぐそばで、もともと地上の風

景はあまり見えない席でした。高度 4万フィートを超

えると、ほとんどの雲は機体よりも下に見えます。こ

のような位置関係の時に、機体の上部や斜め上から太

陽光が当たると、雲の上に色のついた光環が現れるこ

とがあります。

これは「ブロッケン現象」の一種です。ブロッケン

現象は、山岳の尾根の片方が晴れ、片方が霧というよ

うな気象条件の時に、登山者の影が霧に投影されると

見られることがあります。「ブロッケンのおばけ」と

か「ブロッケンの妖怪」という異名もあります。登山

者が手を振ると、妖怪も手を振るのです。初日から面

白い現象を見ることができました。


